
ノルウェーEMIT 社 オリエンテーリング用 

電子パンチングシステムについて 

はじめに 

 

オリエンテーリングは、地図とコンパス（方位

磁石）を頼りに、森の中の複数のチェックポイ

ント（標識、コントロールと呼ばれる）をあら

かじめ決められた順に周ることで、競技時間を

競うスポーツです。ヨーロッパで盛んな競技で、

あり、常時競技会をこなす登録選手は北欧だけ

で５万人にも達します。世界選手権、世界大学

生選手権、ジュニア世界選手権は毎年様々な国

で順次開催されており、一方では幅広い年齢層

でも楽しめるため、マスターズ世界選手権には

種目別で最も多くの参加者があります。現在は、

次にオリンピックに加えられる最有力な種目

として世界で認知されています。 
オリエンテーリングは日本に約４０年前に導入され、現在日本体育協会に正式加盟するス

ポーツ競技です。競技人口は大学生を中心に３０００人以上、全日本選手権、大学生選手

権などは１０００人を集める大規模な大会として毎年開催されています。 
競技としてのオリエンテーリングは、複雑な地図読みやルート選択などの高度に頭脳的な

戦術面を必要とするだけでなく、タイムを競うため道の無い林間の斜面を休み無く走るこ

とができるスピードと持久系身体能力が必要とされます。オリエンテーリングの世界レベ

ルのトップ選手たちは、マラソンやクロスカントリー走、距離スキー各国代表選手も兼ね

るなど、他の競技でも同様に一流選手として活躍している例は、珍しくありません。 
 

   
    オリエンテーリング用地図             コンパス 



オリエンテーリングの標識 

コントロール 

 
オリエンテーリングでは、森の中にコン

トロールと呼ばれる標識がおかれます。

コントロールでは、オリエンテーリング

専用の電子器具を用いて、通過証明（パ

ンチング）を記録します。 
 
 
 
ＥＭＩＴ社の電子パンチシステム 

 
ノルウェーＥＭＩＴ社の電子パンチシステムは、世界の

オリエンテーリング電子パンチングシステムの２／３

を占める最も標準的な公認電子パンチシステムです。 
コントロールには、コントロールユニットと呼ばれる器

具をコントロールフラグ（標識）と共に設置します。コ

ントロールユニットは各々異なったコード番号が割り当 
てられています。 
 
オリエンテーリングを行う選手は、Ｅカードと呼ばれる電子カ

ードを持って走り、コントロールユニットでパンチングと呼ば

れる電子的な通過記録を行います。Ｅカードには、どのコント

ロール番号を何時何分何秒に通ったかが、正確に記録されます。 
 

コントロールユニット 

Ｅカード パンチングの例 



選手が競技で使ったＥカードは、ゴール後読み

取りシステムで読み出して、所要時間やラップ

を出力して、正しく通過しているかを判断しま

す。 
実際の大会では、読み取り装置（写真：MTR
など）をコンピュータに接続し、コンピュータ

処理を行います。ソフトウェアでは、実際の選

手の記録処理のほかに、統計的な手法を用いて

走る巡航速度やミスの時間を計算することが

できます。 

 
 
 
電子パンチシステムの導入 

 
最初の導入としては、スタート用ユニット、必要数コントロール分のユニットとゴール用

のユニット（コントロールユニットと同じ、通常は計２０個程度）、ミニタイムレコーダー

＋プリンタ、競技人数分のＥカードが必要です。大規模練習会や大会では、不足するＥカ

ードなどの機材は、必要に応じて全て安価にＥＭＩＴ協会より追加レンタルが可能です。

また、Ｅカードは現在順次選手各自が所有するＭｙカードとして、普及が進んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 

MTR4:ミニタイムレコーダとプリンタ 

オリエンテーリング用成績処理 

ソフトウェアＭｕｌｋａ 

オリエンテーリング用成績解析 

ソフトウェアＬａｐｃｏｍｂａｔ２ 

ゴールのユニットをパン

チングでレース終了 

選手は順にコースのコン

トロールをパンチング 

選手はオリエンテーリン

グスタート地点に行く 

Ｅカードをスタートユニ

ットにセットしスタート 

選手それぞれにＥカード

を割り当てる 

ＥカードデータをＭＴＲ

で読み出す 

レースのタイムとラップ

をプリンタ出力し渡す 

基本的な流れ 

全員の結果をコンピュ

ータで処理して終了 



ＥＭＩＴ社の電子パンチングシステムの機材一部の紹介 

スタートユニット 

スタートで用いる特殊なユニットであり、E カードのに記録された情

報の消去および、E カードに内蔵されている時計がリセットされます。 

 

E カード 

選手は競技中に指にはめて走り、コントロールでパンチングを行う機

材です。E カードにはコントロールの通過時刻とコード番号が記録さ

れます。記録されたデータは、（通常は次回のレース時）スタートユニ

ットでリセットされるまでまで保持されます。E カードには液晶ディ

スプレイが付いているもの(Ver3)、無いもの(Ver2)の２種類があり、

Ver3 は、レース中には経過時刻、コントロール間時刻の表示、レー

ス後はラップタイムを液晶で確認することができます。 

 

コントロールユニット 

コントロールにおかれ、E カードへ記録を行う装置。各々コントロー

ル毎に異なるコード番号が割り当てられています。 

 

ミニタイムレコーダとプリンタ（MTR4＆EPR3） 

E カードデータ読み取り装置およびデータプリンタ。読み取りと同時に 

印刷・レコーダ内へデータの保存ができます（最大約８００人分）。 

プリンタは充電、MTR は内部バッテリで動作するため、練習会など

ではコンピュータなしに簡単に使うことができます。USB でコンピ

ュータへの接続も可能であり、後ほどコンピュータでデータを読み出

して、Mulka 等専用のソフトウェアで処理を行うこともできます。 

 

リーディングユニット 

リーディングユニットは、コンピュータの USB またはシリアルポー

トに接続し、直接 E カードのデータを読み込むための装置。Mulka

等専用のソフトウェアを用いることにより、オリエンテーリング大会

運営やデータ処理を行うことができます。 

 

詳細なお問い合わせにつきましては 

EMIT 協会 （有）ジェネシスマッピング 担当 羽鳥 和重 

〒3360027 さいたま市南区沼影２－３－１－８０４ 

電話０４８－８６４－８７８４（FAX 兼） 携帯０８０－５０３６－５７８１ 

Email： chanman@pb3.so-net.ne.jp 

まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 


